
八千代町立八千代第一中学校 不祥事根絶のための取り組み

１ 目標
（１）教職員のコンプライアンスに対する意識の向上を図り、信頼される学校づくりに努

める。
（２）教職員同士のコミュニケーションを深め、働きがいのある職場環境づくりに努める。

２ 方策
（１）推進委員を中心に服務規律等に関する研修を推進する。
（２）年間計画をもとに実施し、職員へのはたらきかけを行うとともに成果と課題を検証

する。
（３）トップダウンの研修にならないよう推進委員を中心に職員同士の意見を交え、コン

プライアンスへの意識を高める。

３ 主な施策
（１）「Ｏｎｅ ＩＢＡＲＡＫＩ」の活用

県教育委員会から発行されている「Ｏｎｅ ＩＢＡＲＡＫＩ」を校内研修で活用
する。

（２）５ないプラス１運動の徹底（教職員からの意見も取り入れて）
た 体罰・暴言

○ 暴言・体罰の未然防止のために
・生徒に対する態度や声掛けの言葉など、相手の尊厳を傷つけることがな
いか気をつける。

い 飲酒運転
○ 飲酒運転の未然防止のために
・宴席に車で行かない。出勤時にアルコールが残らないよう家でも深酒を
しないように気を付ける。

せ セクハラ・わいせつ・盗撮
○ 盗撮等の未然防止のために

・学校内に、備品や小型カメラ、携帯電話を隠せる場所を作らない。
◎ わいせつ事案防止のために

・ＳＮＳでの生徒及び保護者との指摘のやりとりの原則禁止
・面談時の指導体制の徹底（複数対応・密室状態をつくらない。）
・空き教室や準備室に不要なものは置かない。
・「生命（いのち）の安全教育」を推進する。

つ 遣い込み
○ 学校徴収金の適正な管理のために

・複数のチェック、会計処理を行う。
で データの漏洩

○ 個人情報を守るために
・原則、教職員個人のスマートフォンや校務パソコンを教室等へ持ち込
まない。

す スピード違反
○ 交通違反をなくすために

・ゆとりのある出勤、退勤を心がける。

（３）校内環境の整備
○ 風通しのよい職員室にするために

・職員間で、困った時にいつでも相談できる関係を築く。
・気になったことは声に出して共有をする。
・職場の仲間との声の掛け合いが大切
・悩みを相談しやすい、間違いを指摘しやすい職場の雰囲気づくり

○ 当事者意識を忘れないために
・不祥事の内容について、日頃から職員間で話をする。
・学年会や職員会議等で、常に話題を出し、いつも忘れないようにしておく。
・教職員によるコンプライアンス標語の作成・掲示を行う。

○ 今後の取り組みとして
・危機管理マニュアルの見直し
・教改 454 号「学校における不祥事根絶に向けた取組の徹底について（通知）」
をもとに、各対応策の見直し（（２）◎について運用ルールの検討））


